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田中外交の
一 局 面
ーー 張 ・
lま
め
じ
第一次世界大戦の後
、
中国本土には中間統
一 の
民族運動が高ま
り、それは国権回復運動のはげしい嵐をひき起した。日本はこれら
F
情勢の中で、既存権益の維持発展、日本の企業利益の拡張と
助成を中国大陸で追求した。
なかでも満蒙の特殊権益の保護と拡大
iー
特に鉄道敷設権
の獲
得
111
は
、
当時の日本にとって
、
国家的立場からその存亡をかけ
て
、
対処しなければならなかった緊急の命題であった。
いわゆる幣原外交・問中外
交は
、
この局面における代表的対外
政策
、大
陸政策であった。同際関係
、 中 国 の
情勢、悶内政治の分析
から、「日本外交の分水嶺」左称されているこの時期の日本の大陸政策を
、特に、相
対立して実施された
、幣
原外交と
田中
外交の
「、満蒙の権益をどのようにして守るか
」に
ついてのアプローチの
追いを
、
また
、
その閃ってくる立場の違いを可能な限り追求して
みようと考えて試みたことから本稿ははじまったのであるが
、
山台
七六
山本協約について
！
芳
秀
円 刀E ι  
賀
」初の考えからかなり距ったものになってしまった。すなわち資料不足から幣原外交については定説化された評価以
h
に迫ることは
むずかしく
、
問中外交における
一
局面にしか過ぎない満洲鉄道問
題のいきさつを詳述
したにとどまった
。
はじめに問中外交の総括
的概観を試み、続いて田中積極外交の中心であった満蒙問題への対処の方法を満鉄を中
心とし
た鉄道権益獲得左その失敗に焦点を
あわせた。その内容は
、
問中内閣の満蒙政策の布陣と
、
田中内閣
に至るまで 鉄道問題の経過
、
張作寂抱き込み工作
、山
本協約を
その最頂点とする強引な強迫外交の検討がその主点である。
田中外交の概観
一九二七年同月一一
O
日、十一ね槻内閣が倒れて幣原外相が退き、男
爵防軍大将問中義一を首班とする政友会内閣が成立し、ここにいわゆる問中積械外交が展開されるのである。
内閣が交代した直接の限内は
、
金融恐慌の政府収恰案を杭密院
が否決
したとい
う内政上の抑
一由からであるが
、こ
の恐慌処理にお
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いて、田中内閣は前内閣と同じ方法で事態を収拾し、これを枢密院は承認した
ことで
も明白なよ
うに
、そ
の一長面において幣尿外相
の「合型主義凶際協調主義・対支不干渉王義」にあきたらない分子が
、「
軟弱外交」と非難し
、
各方面の不満を利川し
、
政友会の
森倍らが中心となり
、
軍の
一
部や枢密院（
1
〉の伊東己代治等と結
んで画策した倒閣運動が成功したものであると
考えられる
。従っ
て後継内閣の田中首相に課せられた使命は対支外交の転換 あり、ここに幣ぽ外交は一時中絶し、政友会 森悟を中心とする積極外交が出現するのである。
問中内閣は成立早々の
一
九二七年五月二
十八
日
、「
支 那 （
2
） に
於ける最近の動乱殊に南京
、
漢
口其の他の地方に於
ける事件の実
跡に徴するに兵乱の際支那官
憲に於て保護
十分なるを得ざりし為
在留帝国臣民の生命財産
に刻す
る重大なる危害を被り甚しきは帝
国の名誉段損の暴挙を見たり、従って現下北支の動乱切迫の際此の
種事件再発
の
虞れなきを保せ
ず
今や右戦乱は済南地方に波及せ
むとし同地 同
産
の安全に付危倶の念措く能は
ざるも あり、同地 は帝同臣民の
居住するもの二
千の
多数に
上
り而も同地は海
岸を距る
こと遠き奥地に在るを以って
長江沿岸各
地に於け 如く海
軍力に依
り之を保護すること到底不可能なるに
依り帝凶政府に於ては不祥事件の再発を予防する為陛兵を以って在自邦人の生命財産を保護するの巳むを得ざるに至れり：：：：」と山東派兵を声明し、旅順にあった陸軍約二千 青島 派遣した 。
続いて六月二十七日には東方会議が召集され
、田中
内閣の新大
田中外交の一局面張、山本協約について
l
（ 芳 賀 〉
院政策として七月七日
、「
対華政策綱領」が決定された。この東
方会議の結実たる「対華政能綱領」は
問中外
交
の
本質とその指導
原理を一不すものとして特に注日に価する。通観してその内容は
、
前幣原外交を似本的に転換している。すなわち
、「
在華我権益侵
害せらるれば
、
自衛の措世に川づベく
、
又動乱満洲に波及すれば
防護す」とあるように
、
第正項により幣原外交の不干渉
、
無抵抗
主義を排し
、
積械自衛と居留民現地保護万針を坂ることを明確に
し、第六、七、八項
に お
い
て満蒙に於ける
日
本
の権益
の特殊性の
本質の表明主
、この
特殊地位の擁護の為積極的
、
かつ自主的立場
で行動する重大決意のあること 宣言している。
日揮戦争以後
、
軍部を中
心にたえず（
4
）考えら
れ
、
試みられて
きたの あるが
、
日中外交におけるこの明確なる満家分離政策
は、この後
一 貫
して際軍を中心とする軍部の
主要政策と
なり、軍
部の強く主張するところとなるが、田中内閣はこれを満洲軍関張作震を援助し、彼を利川操縦することによって達成しようと試み
、
満洲に於ける日本の権益広大と満洲鉄道問題の懸案解決に最
大の
努力を傾けるのである。
前述した如く問中外交は対支政策において積極自衛と満蒙分離
策の二 目的を主軸にして展開され
、
この山中外交を実質的
に二期に分けて考えることが至当であ 之考えられ 。すなわち 、
前期は二度の山東出兵と
、山本条太郎ケ一
満鉄社長（後総裁）
とし張作諜を掌握しつつ満洲鉄道問題を有利に解決しよう した時期であり
、
後期は張作森燥殺事件後
、
田中
の大陸政
策は混迷に
おちいりながらも
、
張作震の後継者
、
張学良を同様な手段で懐ず七
七
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柔、強迫し南北妥協を阻止して、日本の好む満洲安定政権にしようと焦り、更に満洲鉄道問題をなんとか解決しようと必死の努力を傾け、遂に完全に失敗するまでである。
次に凹中外交を推進した内部事情を考察すると、明かに相互に
連絡のない三勢力の複合体であったと考えられる。
三つの複合体とは幣原外交の伝統を伝える外務省派、軍部につ
ながる政友会の森倍らの強硬派、 鉄の山本条太郎を中心とする一派の三派であり、重大な外交政策実施の面で互に反日し、対立し、牽制しあっていたのである。これが田中外交の致命的欠点であり、結局は内閣の命取りとな のである。
たとえば関東軍参謀河本大佐による張作京爆殺は、田中首相の
関知せざるところであり、満鉄総裁山本条太郎による張作震との満洲鉄道問題の解決を真向から粉砕してしまい 旧中（
5
）をして
憤激させており、これが倒閣の主因となっ お また 外務省（6
）を除外して張作哀を掌握して満洲鉄道敷設権獲得の交渉をす
すめた山本と外務官僚と 感情的反日などはそ 顕著 例である 。
このような矛盾と動揺にみちた田中の対大陸政策は、張の爆殺
によって、まず山本満鉄総裁の交渉を水泡に帰し 排日 誘発日中貿易の悪化を賭してまで固執した満蒙分離強行政策は、張学良の国民政府への合流で完全に失敗し、田中外交は、野党・吐論の非難の声を浴び 終幕を迎えるのである。合流したばか 張学良政権を含む、新国民政府を正式 承認せざるを得なかった事実は、田中外交の破綻を何よりも雄弁に物語ってい といえよ
-[:: 
八
民 ノ 。門 注 〕（1
） 
（2
） 
幣原喜重郎「外交五十年」二五七｜二六
O
ぺ！？
日本外交年表抗主要文書下巻九六ぺ！？「山東派兵に関する政府声明」向上書一
O
一 ぺ
l
ツ「東方会議「対支政策綱領』に関する」
田中外相訓令栗原健「第一次・第二次満蒙独立運動」（「日本外交史研究｜大正時代
l
』国際政治一九五八年夏季特時掲載）
東京裁判「岡田啓介第三口供書山本条太郎翁伝記編纂会「山本条太郎伝記」五八一二ぺi
ヲ
（3
） 
（4
） 
（5
） 
（6
） 
田中外交と満洲鉄道問題
問中積械外交の中心は前述の如く満蒙分離政策であり、中国革
命 （
1
）の進展を長城で食い止め、満蒙における政治的、経済的特
殊性の確立をはかるというものであった。
この満洲における日本の「特殊地位」「特殊利益」の主張は、
はなはだ漠然とした概念であり、主として感情に起因し正確な定義をすることは難しいのであ が、その感情は日露戦争に由来すると考えられる。
日露戦争は、日本人にとって、満洲に国民感情としての「特殊
観念一を植えつけた。すなわち南満洲鉄道株式会社をして満洲経常の中枢とし、それを通じて絶えず「特殊地位」「特殊勢力及利益」を要求し、佐界世論に同意を求め、中国にこれを承認させる
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ことは、この戦争の為に二十億に垂んとする国格を費し
、十万の
生霊を失った代償として菰ち得た
…
ji
－ － ： ： 」
日本の正
当なる権
利であると考えられたのである。
しかるにこの時期は満洲において日本は、その満蒙の権益の中
心である満鉄の満蒙に対する独占的支配が、重要な危機に到っていたのである。この満鉄の危機に直面して、田中内閣はその満豪政策を実行す ために、過去二十年にわたり日本の大陸政策の支柱となってきた歯策会社「 」に更 積極 な役割を負わせるのである
。
すなわち
一
九二七年七月十九日、満鉄首脳の人
事更迭
を行い、政友会幹
事長
であり、三井物
産出身
の山本条太郎を社
長
に
、松岡洋
右を副社長に発令した。
田中首相自ら「自分の分身」（ろであると挨拶したように
、き
わめて中国事情に精通し、かつ熱心な大陸進展論者である山本を満鉄にすえることにより、田中、山本ライン よる満鉄の「特殊なる使命」遂行に乗り出したのである。
山本は
着
任するや、創
業
以来
二
十年となり社礎も定まり、営
業
も順調になるととも
、よ
うやく安逸に慣れてきた満鉄に
「経済
化と
実
務化」（
4
）を強調し、放慢に流れた企業の棚ざらいと整備
をはかり、温室に安眠をむさぼって た半官僚の満鉄社員を恐慌におとし入れた。これは「満鉄は 策会社ではあるが
、同時
に営
利会社である。営利会社である以上、飽くま 儲けて行かねばならない。反面、国策会社であ から国策遂行 ためには充分同家に奉仕するのが至当である。
」という相矛盾する命
題を両立させ
るため
、
厳しい緊縮経営策を取り
、社
員福
祉
事業
は中止文は保留
田中外交の一局面張、山本協約について
i
（ 芳 賀 ）
に付され、人件費十五%節約等、緊縮に】よる経営の合理化をおこなった
。
山本はこの考えを
事あ
るごとに強調したが
更
に翌一九二八年に
は閃策面の積極的方針を打ち出している。
「満 鉄 （
5
）の行うべき
道は
、何人
が来ても、内に対しては節約と能率増進
、外に向つて
は母国の産業政策 貢献して、会社の利益を挙げる外はない。これがために適当と認めることはぐんぐん積極的に行い、近い将来においても、重要なる二・一一一の新事業に着手す つもりであるが、他にも有望な任
事があ
れば、すかさず積極的に進み、その資
金調達 も充分な力を致す考〉
4んである」として
、日
本の燃料
、製
鉄
、肥料に
関する重要なる新規事業の計画を発表 いる。
山本が満鉄に乗り込み直ちに着手した、これ等の経営の合理化
！l
「経済化と実務化」
i
i
は、彼一流の経営者としてのみごと
な企業経営の実績であると同時に、内外に、田中・山本ライソによる、満蒙政策に対する煙幕
（6
）の役をも果していたのである。
すなわち、田中内閣成
立当時
、
満洲における日華対立の中
心問
題であった満洲鉄道問題の根本的解決を
、
田中
・山本は張作
震と
の聞にはかるべくひそか
に
機会をねらっていたのである。秘密裡
に張作某顧問陸軍大佐町野武馬、中日実業公司常務江藤豊二をして、強迫懐柔による内交渉を行わせ、一九二七年十月 満鉄社長就任の挨拶に託して山本は北京 訪 し 張作震にかねてから「東方会議」（
6
）により決定している
「 、 満
蒙五鉄道建設問題
」を
承認さ
せるのである。
次に
、こ
れに至るまでの満洲鉄道問題を詳述する。
七
九
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日露講和条約第六条により、日本が、東清鉄道の南部線中、長
春・旅順の鉄道及びその一切の支線並にこれに属する一切の権利、特権、財庫及炭坑をロシアから譲渡されたのであ が、その時はやくも日本 戦後の疲弊を見越しアメリカの
鉄
道業者ハリマ
ンの満鉄買収事件が起ったことは史上有名なことであるが、これがこの後、中国をめぐり日米 帝国
主義的対立を象
徴的にあらわ
していること 興味深い
。その後再び
ハリマソが、
奉天巡撫唐紹
儀を動かし、英国ボーリング商会と結んで、 九
O
八年
三
月新民
屯
u
法庫門鉄道の建設計画が起ったが、日本は満
鉄
線の並行線で
あるという理由をもって強硬に反対し、これを失敗に終ら ている 。
続いてアメリカは一九
O
九年から一九一
O
年にかけて、満洲鉄
道の中立と錦愛鉄道敷設との新問題を提起し 満洲鉄道への割込み運動を試みた。満洲鉄道の中立化案とは、アメリカ国務長官ノックスが提唱し、日・英・独・仏・露 五カ国政府に通
達
し て 、
南満、東支両鉄道を列国の借款によって買収し、列国の共同管理に移そうというものであり、錦愛鉄道問題とは 京奉線 一点、錦州から小庫倫、郵家屯、尚南 斉々恰爾を経て露支凶境、愛聞に至る大鉄道を敷設し、南北満洲を縦断し、錦州の連山湾に商港を建設するというものであったが この両計画は日露阿国の 害とはげしく衝突するも から、両悶の強い反対にあい実現をみなかったのである。
この結果、日本とロシアは急速に接近し、ついに日露協約を結
び満洲を互に勢力圏に分割し、アメリカの極東政策と鋭く対立す
，ヘ
〈〉
るのである。
アメリカを中心とする闘際資本の満洲進出を一応排除した日本
は積極的満
蒙経話
を満
鉄
を中心とし、対支借款鉄道をもって進め
るのである
。
次にその大略を記述する
。
一、吉長鉄道（士日林・長春間）
日露戦争後支那が単独に計画したのであるが、一九
O
九年（明
治四十
二
年）八月満鉄は借款契約を結んで支那に二百十五万円を
交付し、翌年四月起工したが、工事進捗せず、一九一二年（火正元年）十月漸く開通した
。
しかし、経
営不振のため
、一九一七年
更に六百五十万円を貸付けて前款を回収し、同時に向う三十カの委任経営権を握った
。
これが借款鉄道のはじまりである。
ニ、満蒙五鉄道の敷設権
一九二二年（大正二年）十月、日本は「、満蒙伝道借款修築に閃
し日華公文を交換」し、満蒙五鉄道の敷設権を獲得した。その五鉄道とは次の各線である。L
四汎鉄道、四平街より鄭家屯に至る阿鄭線、鄭家屯より通遼
に至る鄭通線、鄭家屯より尚南に至る鄭川内線の総称である。
つい熱河より郎市に至る線－開
原より海竜に至る線
4
長春より洪南
に至る線
ι
海竜より吉林に至る線
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、四泌鉄道敷設について右の契約のうち、四挑鉄道は各部逐次に着工して
、
四挑線は一
九一五年十二月の契約に基き
一
九一七年四月起工
、
翌年
一
月営業
を開始した。これは横浜正金銀行との借款契約で
、
工事は満鉄が
当った。鄭通線は一九一九年（大正八年〉九月の契約に基き翌年三月起工
、
一九二二年一月営業を開始した。これは借款
、
工事と
もに満鉄がこれに当った。鄭挑線は鄭通線竣工と同時に起工の予定であったが中国側の第一次奉直戦争孫文の第一次北伐等 政局不安定から延期され
、
同年九月に着工
、
翌年十一月に営業を開始
し
た。これも借款
、
工事ともに満鉄があたった。
回、吉会鉄道
（ 吉 林
・
会寧間）
予備契約
一
九一八年六月十八日
、
日本特殊銀行団（興業
、
朝鮮
、
台 湾 ）
との聞に締結された
、
いわゆる西原借款の一部をなすものであ
り
、
この予備契約締結の日より半年
内
に本契約を締結し
、
直ちに
着工
の予定
で
あったが
、中
国と紛争を生
じ 、
その実行がおくれ
一
九二六年
、
その
一
部である吉林
・
敦
化
線が起工され
、
一 九
二
八年
十
月開通
し
た 。
玉、満蒙四鉄道予備借款契約
一 九
一
八年九月締結された前回の借款であり一九二二年（大正
五年）の五鉄道契約中の未完成線敷設の具体
化
を図るとともに
、
新たに一線の敷設
権を
加
えたものである。
田中外交
の 一
局面
張
、
山本協約につ
い
て（芳賀）
4. 3. 2. 1. 
関原より海竜を経て吉林に至る線長春より悦南に至る線挑南より熱河に至る線挑南
・
熱河聞の一地点より某海港に至る線
六、洗昂鉄道
満鉄との借款に基いて
、
一九二四年（大正十三年）九月敷設工
事請負い成立、
一
九二五年六月着工
、
一九二六年七月竣工した。
日本は南満洲鉄道株式会社の本線より各方面に派生する前記の
諸鉄道を栄養線とし
、
軍事上の目的も考慮して鉄道敷設権を得た
のであるが
、
民族的自覚の意気にもえている中国の排日等の積極
的抵抗に歩調 あわせた。契約不実行による消極的抵抗を続け
、
これの解決が歴代内閣の懸案となるのである。中国側は更に民族資本による満鉄競争線を計画実行に移したのであ
。
その一つは
打通線であり、そのこは吉海線である。次にその各々について詳述する。
一
、
打通線
京奉線の一駅打虎
山
から四挑線鄭通支線
・
の終点通遼に至る線
で、四挑
・
挑白河線と連絡する線であり
、
一九二六年八月着工し
、
翌年
十
二月開通した。
二
、
吉海線
この線は奉天政権が自弁による奉海線（奉天
、
海竜間）を一九
二五年七月起工し
、
翌々年八月完成したが
、
これを更にのばし
て
、
吉海鉄道（吉林
・
海竜間）の敷設を計画
、 一
九二七年五月着
八
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工、一九二九年七月完成した。この線は、先の一九一八年九月締結の満蒙四鉄道協定中の協定鉄道なので、日本はしばしば抗議をしたが、これを無視して工事を続けた ある。
このような情勢の中で山本満鉄総裁が就任し、北京にある張作
宗と膝詰談判を行い
、懸案
を
一
挙に解決しようと試みるのであ
る 。
当時
北
京には
、田中
首相の腹
心で、張作
震の顧問である町野武
馬陸軍大佐があり、山本満鉄総裁の代理として、これまた腹心の部下である中日実業公司常務の江藤豊二がい 、この二人が形影相援けて張作京工作を進めていた。田中首相官）と町野との下相談に
しても、山
本 、
ζ
田中の密約にしても
、満蒙の鉄道問題の決着
をつけるのには武力使用も辞さない強硬なものであった。その秘密工作も外交機関は一切タッチさせず、前記の二人が強迫 懐柔とにより張を追いつめていたので る。
時あたかも蒋介石の北伐は進行し、張作謀は窮地に立ってい
た。この時期にタイミングを合わせて山本満鉄総裁 北京訪問は行なわれた
。
一九二七年
十月八日である。内外四
回の情勢に
、進
退きわまっ
t
張作採は山本との間に不本意（
9
）ながら「五鉄道敷
設」の窮約を結ばざるを得なかったのである
。
この協約は、その
後一部分修正の上、十月十五日五鉄道敷設協約の大綱が成立した。正式の細目協定は後に残されるが、そ 内容は次の通りで
あ る 。
協約支那政府（以下政府
ト称
ス ）
ト
南満洲鉄道株式会社（以下会社
八
ト称ス）トノ同一一左ノ条項ヲ協約ス
第一条政府ハ会社ニ左記五線ノ鉄道建設ヲ請負ハシム工事ハ
請負契約調印後直－一之ヲ施行ス、請負金額ハ別ニ之ヲ定ム
一、敦化ヨリ老顕溝ヲ経テ図例江江岸一一至ル線二、長春ヨリ大賀一一至ル線三、吉林ヨリ五常一一至ル線四、挑南ヨリ索倫－一至ル線五、延古ヨリ海林一一至ル線この協約は外交上の手続きからいえば、不備の点があったの
で、張作震と日本の外務当局の間に公式文書の交換が われて、確実性が加えられた。
形式はこのように整ったが 鉄道建設請負契約の段階になって
事態は進まなかった。反 、排日の気運 高まりと奉天派の北京における勢力の失ついが、張作震にそ 態度をあいまいにさせた 。
五鉄道
中 、
有敦延長線及び長大線は
、 士
n林省関係のものである
から、同省督弁、張作相に調印さぜ責任を転嫁しようとしたが、張作相はその命に応ぜず、士刊林省長代理一鐘銃を省代表として北京に呼びょせようとしたが、これも母の喪に託して動かず、張作震の命令は無視されたのである。
一
方蒋介石の国民革命軍は揚子江一帯の平定をなし
、北
京を目
指し北上を開始した。日本の第二次山東出兵はこの時のことであり
、済
南事件を引き起した。この済南事変の発生により
、北伐
草
は進路を変え北京に迫った。
Hosei University Repository
情勢の緊迫は張の態度を変化させ
、 一
九
二八
年五月
十
三
日 、
延
海
線
、
挑索
線の二線につ
い て
建設請負
契約が締結さ
れ 、
士口敦延長
線
及び長大線
の
二線につい
て
は
、同
年五月十
五
日付を以
って交通
総長代理次長
、
組鋲と
山
本満鉄総裁の間に調印され
、
この凶契約
は三
カ
月後双方の同誌な得た上で発表
し
着工することに取決めら
れた
。
古五線は奉天
で調
印するよ
うに
保留さ
れ た 。
北
進の進路を転
じ 、
泰山東部を迂回
し
黄河を渡り
、
鴻玉祥問錫
山
等の軍と連絡を取り北京
・
天津攻撃の態勢に移った様子をみ
て、日
本の芳
沢公
使は足
元の明
かるい
うち
に満洲に
引揚
げるこ之
を張作
訴に再三勧告
し、つい
に張もこれ
を
受けて六
月
三
日北
京を
出発し奉天に向ったが
、
奉天駅直前で関東車参謀河本大佐により
爆殺されるのである
。
その為凶中首相
・ 山
本条太郎による張を満
洲に
擁立し
て、繰
りなが
ら鉄
道問題を
解決し、
吏 （
叩 ） に
進んで
北
満にも進出する計画は一朝にして水泡に帰したのである。
張作採の北京撤退と爆死により国民党の北伐は完成した。この
段階で最も
大き
な影響を受
け
たのは満洲（束三省）
の政
局であっ
た 。
国民政府
と の
関係
、
対
日策
、
対露
策につい
て各
層の間
に思惑
がみだれ
、
奉天政権の行方も混沌として
い
たが
、
張学良を父の後
継者に推す
一
派が
、
吉林省督弁張作相を推す一派と
、
国民政府に
合流
をはか
っ た 一
派を
押えて、「
保境安
民 」
を
主
眼
とする「
束三
者保安委員会」が設立され
、
張学良がそ
の
主席となっ
た
。こう
し
て張作
森保
死後は東
三省
の対日形勢は一変
し
た
。満
洲の主権者に
なった張学良は
、
表面
税
目的
態度をとった
、
一 表 面 に お
い
てはひ
そか
に国民党
と
泊誌
し
南
北妥
協を策
した
Q
満洲鉄道
問題
も言を左
田中外交の一局面張
、
山本 約につ
い
て（芳賀）
右
し
て 山
先
行せず
、
ついに悶民党と合休を立し
、
中例中央政府の
’芯
向
に
よ り 、
鉄道
問
題 （
日
） は
中
央政
府を
通
じて行うこ
と
と
な
るの
で
ある。田
中
内閣の重要政策たる満
洲
鉄道問題は決裂にいた
り 、
平
郎
、
外務省出先機関白）の一部に強行集の意比具申があったが
、
結同決裁せず
、
交渉はここに失敗して終るのである。
〔 注 〕（1
）日本外交年表詑主要文
書
下巻一一六ペ
ージ「
満洲に動乱
波及の際の処置につき張作針及い山京政府への通告
」
（2
）市
満
州鉄道株
式会社
三十
年略史
「松岡洋
右 序 」
リット
ン 報 告 必 一 一 日
中
にも
「満洲
における
日本の
利益
、日露
戦
争
より生ぜる感情
」
『満洲における日本の
「特殊地位
」 』
の記
事があり
、
日本の国民感情主張に関する考察見解が述べら
れ
ている
。
（3
）山本条太郎翁伝記編纂会「
山
本条
太郎
・
伝記
」
五三
O
ぺ
l
リン（政友会臨時幹部会
挨拶
）
（4
〉同
上
書五三
七
ぺ
！
？（満鉄
社
長
「新任
の
挨拶
」）
（5
）
同上
書五八
八ペー
ジ
（6
）同
上
官官五六
七 ペ
ー
ジ
（7
）山本条太郎翁追悼鉢（穂積哲三
「 山
本協約の回胤
」「；・
： ：
その際
又総
裁は
問は
れた
『君は如
何な
る鉄道
の敷設
を必要と
認
めるか
』と
。
し
か
し
此の問題に関
し
ては既に東万
会
議
に於て松岡副総
裁及
藤野理事長等も列席
し
て決定されて
屑るのであり
。
－ji
－ －
： ・
」）
（8
）
山本
条太郎翁
伝記
制纂会
「山本
条太郎
・ 伝
記」
五
六一ぺ
l
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田中外交評価の試み
ノーといえば戦争を
党
一二八ぺ！？「奉天領事よ
田中外交は対中国政策の評価をもってその功罪を悶われるくら
い、その
姿勢は大陸政策
の
展開に密着
していた
。
一 九
二七年（昭和二年）
四
月
、内閣成立以
来
一九二九年（昭和
四年）七月、内閣総辞職に至るまでの二年余りの問、その大陸政策を通観
してみて、それは田中の
意に反
した
事態が
起りすぎた。
済南
事
件もそうで
あり
、張作
震爆殺
事
件もそうである。田中外交
の評価は故に失敗の連続であったと
結論
せざるを得ない。田中の
意図に反した軍部の策動も、国内政治における田中の政治力の限界を如実にあらわ
していると言うべきで
あろう。そ
れが出先現地
軍隊の統制不
充分と
なっていたのである。それは強
引な
満蒙分離
策、満洲
鉄
道問題解
決の
不合理性とともに、満洲事変、日中戦争
への道
を陥示
してい
る点を重視せざる
を得ない
。
すなわち済南事
変を機にしてはじまった蒋介石の革命外交
、張作
寂の爆殺
事
件を
契機としては
じ
まった満洲
の排日
運動激
化、その
結果
の満
蒙権益
の危
機は
田中外交の満蒙分離政
策
、満洲鉄道問題の解決を完全に
八四
失敗におわら
せたので
あり
、
満洲事変の原因をつくったのであ
る 。
政
史
学
第十四号
ヲ（町野談）
（9
）向上
書五
七四
ぺ
1
ヅ
悟
－ －
－ － － － － － － ・ ・ ・ ・ ・ ・ 」
（叩）同上
書
六
二 ニ
ペ
l
ッ「東
支鉄道買
収
計画
」
（日）向上
書
六四四ペ
ー ジ
（ロ）日本外交年
表並
主要文書下巻
りの具申」
法
才
Jj
l 
ト
b i e r
次
木曽
山林の地
租改正
・． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  
・ ・ ・ ・ ・ ・ 児 玉
宋書州郡士山に見える左郡・
左県の「左」の意味について：：：河原
蘭医森田千庵伝研究・
． ． ． ．
． ．．． ．． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  
・ ・
・ ・
・ 片
桐
関東幕領に於ける遠島刑
． ． ． ． ． ． ． ． ．  
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・
山本
幸
多
・ ・ ・
正 博 ・ ・ ・
九
一
男 ：
・
五
清 司 ・ ・ ・
九
徳川初期における女性観
ー中
江藤樹を中
心に
して
li
－ － ： ：
寓井ふみ
子 ： ・ 一
O
一 二
慶応ゴ一年正月讃州小豆島西部
六郷百姓
一
授につい
て ・ ： ： ： ： 川 井
須坂製糸
業
の発展
｜器械製糸導入期を 心に：：：
淀
発表要旨
（ 大
会
・ 例
会
・ 大
学院
〉 ・
日空
夫
サ キ 子 ・ ： 一 一 一 四
一三五
A 
Z ス
報
学
内
消
自
五
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